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京都大学医学部保健学科業績 リス ト(2005年1月1日 ～12月31日)

看 護 学 専 攻

論 文

我部 山キ ヨ子,西 尾美絵,西 尾奈美:思 春期女性の食

生 活 と ダイエ ッ ト.思 春期 学,23(1)=1142-1153,

2005.

我部山キヨ子,笹 田昌孝:京 都大学大学院医学系研究

科人間健康科学系専攻(修 士課程)設 置への期待 と要

望(第2報)一 病院長 を対象 とした調査結果から一,

健康科学,235-49,2005.

岡島恵子,我 部山キヨ子:不 妊治療を受けた母親の育

児上の諸問題一 日本における文献的考察一.健 康科

学,2:61-66,2005.

我部 山キ ヨ子=図 解助産師の ための フィジカルイ グザ

ミネー ションー フィジカルイグザ ミネー シ ョン序章.

助 産雑誌,59(4);351-356,2005.

我 部 山キ ヨ子:図 解助産師の ための フィジカルイ グザ

ミネーシ ョンー妊娠期の フ ィジカル イグザ ミネー シ ョ

ン① 身体計測.助 産雑誌,59(5):433-440,2005.

我 部 山キ ヨ子:図 解助産師の ための フィジカル イグザ

ミネーシ ョンー妊娠期の フ ィジカル イグザ ミネー シ ョ

ン③視診 ・触診 助産雑誌,59(7):640-647,2005.

我 部 山キ ヨ子=図 解助産師のための フィジカルイ グザ

ミネー ションー妊娠期の フ ィジカル イグザ ミネー シ ョ

ン④聴診 ・胎児心拍数モ ニタ リングー.助 産雑 誌,59

(8):755-763,2005.

江 川 隆子:電 子 カルテ時代 の看護 診 断 と支援 システ

ム,新 医療,第145号,P.144-150,2005,3月.

江 川 隆 子,奥 津 文 子,笠 岡 和 子:看 護 診 断 の た め の ト

レ ー ニ ン グ;パ ー ト1,学 研,Vol,25,No.7,

2005,P.1S-53.

笠 岡和子,奥 津文子,大 矢千鶴,江 川隆子:看 護診断

の ため の トレーニ ング;パ ー ト3,学 研,Vo1.25,

No.9,2005,P.18-59.

江 川 隆子,大 坪 みはる;自 己効力感.メ デ イカ出版,

第145号,2005,19月,Pl44-150.

渡 邊 久美,犬 飼 昌子,千 田好 子,野 村 佳代,岡 野初

代,中 西代志子,林 優子,菅 崎仁美=介 護者 による

気管 内吸引 カテーテル管理の現状 と課題.訪 問看護 と

介護,10(8)1666-673,2005.

林 優 子:QoLと ケ アの接 点一 看 護 の視 点 で考 え

る一.第15回 日本サ イ コネフロロジー研 究会一 移植 に

向 けて その腎臓 の重 さ一.臨 床透析,21(6)=100-

102,2005.

林 優 子=ス ピリチュア リテ ィへの看護師の関わ り.

病 院,64(7):550-554,2005.

林 優 子:イ ンフォーム ドコ ンセ ン トー 患者 とドナー

と家 族 と一.臓 器 移 植 看 護 の現 在.看 護技 術,51

(12);6-8,2005.

宮 島朝子,若 村智子,片 山由美,齋 藤 ゆみ=健 康 を基

盤 とする看護教育 の意義一生活健康実習の実践報告.

京 都 大学 医学部 保健 学科 紀要 健康科 学,1:73-78,

2005.

菅 佐 和 子:ひ きこ も りの予 防に向 けて.現 代 のエス

プリ別冊:205-214,2005.

菅 佐 和 子:ク ラスにな じめ ない子の心理 と行 動,児

童心理,823:1-9,2005.

星 野 明子,桂 敏樹=F市 保 健推進員活動が参加者の

保健行動 に与 える継続的効果一F市 保健推進員活動の

継続者 とリタイア者 の保健行動の比較一.日 本健康医

学会雑誌,14(2)=33-36,2005.

祖 父 江 育子=看 護研 究 を行 う準 備一研 究計 画書 の作

成.外 来看護新時代,第ll巻 第1号90-952006.

奥 津 文子:看 護治療技術 開発研究会活動報告一 メデ ィ

カルア ロマ療法 の看護へ の応用 を 目指 して一.京 都 大

学 医学部保健学科紀要,Voll:80,2005.

江 川 隆子,奥 津文子,笠 岡和子=看 護診断のための診

断過程 トレーニ ングPart1.月 刊 ナー シング=17-53,

2005.

奥 津 文子,江 川隆子,笠 岡和子=看 護診断のための診

断過程 トレーニ ングPart2..月 刊 ナーシング=17-59,

2005.

奥 津 文子,江 川隆子,笠 岡和子:看 護診断のための診

断過程 トレーニ ングPart3.月 刊 ナーシング=17-58,

2005.

奥 津 文子:平 成16年 度 健康科学講演会実施報告.京 都

大学 医学部保健学科紀要,Voll=50,2005.

粂 和 彦,高 橋正也,尾 崎章子,若 村智子=(Q&A)

も う眠剤 にた よらない,患 者 さんの睡眠の質 を高め る

17の ケア.看 護学雑誌,69(5):447-456,2005.
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桂 敏樹,松 田一美,山 崎真理,星 野明子:成 人期 か

ら老年期 までの体重 曲線 に関す る追跡的研 究一40万 人

の年齢 コホー トを用い た性 ・年齢別検討一.日 本健康

医学会雑誌,13(4)=3-13,2005.

桂 敏 樹,星 野明子:地 域 にお ける後期高齢者の転 倒

と転倒 による骨折 に関与す る要 因の比較一 筋力,関 節

痛,関 節可動域,歩 行能力,骨 密度,血 圧,視 力,既

往歴,自 覚症状,IADL等 の 多要因 を用いた多変量解

析 に よる検 討一.日 本健 康 医学会 雑誌,13(4>:14-

20,2005.

中川 さとの,桂 敏樹:病 児保育 に関す る現状 と課題

一保 育所 職員の意識調査 一.小 児保健研 究,64(D=

54-58,2005.

桂 敏樹,星 野明子:地 域における後期高齢者と前期

高齢者 における頻回転倒に関連する要因.日 本健康医

学会雑誌,14(1)=9-13,2005.

桂 敏樹,松 田一美,山 崎真理,星 野明子:高 齢者の

体重減少が健康に及ぼす影響に関する縦断的研究一高

血圧改善のための体重減量至適量の検討一 日本健康

医学会雑誌,14(2):37-42,2005.

著 書

我部山キヨ子,他=看 護師国家試験 問題解答 と解説

2006,医 学書院,2005.

林 優子=呼 吸機能障害に伴 う成人への援助.佐 藤薩

子編,成 人看護学(放 送大学教材),放 送大学振興会,

東京,53-73,2005.

林 優子:内 部環境調節障害に伴う成人への援助.佐

藤禮子編,成 人看護学(放 送大学教材),放 送大学振

興会,東 京,166-185,2005.

林 優子.慢 性腎不全,ネ フローゼ症候群,慢 性糸球

体腎炎.長 谷川雅美,林 優子監修,疾 患 と看護過程実

践ガイ ド,医 学芸術社,東 京,286-319,2005.

宮 島朝子(横 山美江編):よ くわかる看 護研究 の進 め

方 ・まとめ方.1V研 究 成果の ま とめ ・発表一1学 会発

表,医 歯薬 出版,113-126,2005.

宮 島 朝子(南 裕 子編)=ア クテ ィブ ・ナー シング実

践 オ レムア ンダーウ ッ ド理論 こころを癒す.4こ ころ

の世界 と看護一1環 場 とこころの健康,講 談社,220-

238,2005,

宮 島 朝子(西 村 一朗編):地 域居住 とまちづ くり.1

地 域 で人々 の くら しを支 える一1在 宅療養者 の住 ま

い,せ せ らぎ出版,18-27,2005.

宮島朝子(小 林奈美著):グ ループワークで学ぶ家族

システム看護論 コラムー家族の視点か ら見た療養環

境,医 歯薬出版,2005.

藤 内修二編,阿 彦忠彦,岩 室伸也,星 野明子,他9

名;市 における行政組織,市 町村保健セ ンターの役

割,市 町村保健センターと県型保健所の役割分担と協

働,ボ ランティア,住 民組織 との連携 「保健医療福祉

行政論」,医 学書院,東 京,46-49.,124-132.,2005.

星 旦 二 編 星野 明子 他5名:地 域 看 護学II,IV

「2006年 度 保 健 師国家 試験 予想 問題 集」,メ デ ィカ出

版,大 阪,34-43,59-60,84-88,2005.

菅 佐 和 子,編 著:思 春 期心理 臨床 のチェ ック ・ポイ

ン ト,創 元社,東 京,2005.

林 優子,長 谷川雅美,赤 澤千春,奥 津文子他:疾 患

別看護過程.医 学芸術社,2005.

江 川 隆子,鷹 井清 吉,笠 岡和 子,奥 津 文 子,本 田育

美,小 平京子,神 山幸枝;こ れ な ら使 える看護診断,

医学書 院,2006,6月,総 頁237.

江 川 隆子,奥 津文子,笠 岡和子,他=看 護過程 と看護

診 断.ヌ ーベ ル廣川,2005.

学 会 発 表

HondaI,KamiyaC,EgawaT:Nursingdiagnosisand

NursingrecordforHemodialysisoutpatient'sinclinic,

ACENDIO,April7-9,Slovenia

KamiyaC,HondaI,EgawaT:Indexandstandardof

evaluationabouttheself-careofdialysispatientin

Japan;EDTNA/ERCA34`"InternationalCoference,

September,2005.

ViennaAtsukoGesso,KiyokoKabeyama,KumikoIto,

KikumiSeino,KoujiHirahata:Ananalysisofthe

multipara'sconcernsatthelasttermofpregnancyICN

23rdQuadrennialCongress,2005年6月(Taiwan)。

YukoHayashi,KeijiYoshitani,MichikoMorimoto:

SpiritualityofaKidneyTransplantRecipientwho

ExperiencedGainandLossofRenalFunction.14th

AnnualITNSSymposiumandGeneralAssembly,

2005.9,0rland.

MegumiOkazaki,YukoHayashi,AyaNakatani:

ChangingProcessofRecipientsandDonors'

DeterminationinThreeTimesInformedConsent,and

TheirPerceiverabouttheWayofInformedConsent.

14thAnnualITNSSymposiumandGeneralAssembly,

2005.9,0rland.

HoshinoA,KatsuraT:StudyonFunctionsofHealth
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業 績 リ ス ト

PromotionActivitiesofCommunityOrganization

InfluencingParticipantsinaRuralCity,The10thAsian

CongressofAgriculturalMedicineandRuralHealth,

2005.11.95-96,Tochigi.

IkukoSobue:Riskfactorsofalcohol-relatedproblemsin

JapanesemalecollegestudentsinJapanICN23rd

QuadrennialCongress,Taipei2006.

OkaY,Miyamoto,Takegami,M,FukuharaS,ChinK,

WakamuraT,HoritaS,KadotaniH:Validationofthe

questionnairefortheepidemiologicalstudyofrestless

legssyndromeandthepreliminaryprevalencedata血

Japan,APSS,Colorado,USA.2005.6.15-23.

TakegamiM,KadotaniH,MoritaM,NakayamaY,

MinamiI,ChinK,WakamuraT,FukuharaS:

Prevalenceofsleep-disorderedbreathinganditsimpact

ondisableddays.TheSecondICOHInternational

CongressonPsychosocialFactorsatWork,Okayama

Japan2005.8.

ToshikiKauura.KazumiMatsuda.MariYamasaki
,,,

AkikoHoshino:AProspectiveCohortStudyonChanges

inBMIin400000JapaneseEmployeesResidedinall

Prefectures.JAPAN,10thAsianCongressof

AgriculturalMedicineandRuralHealth,11:2005,

Kinugawa.

金 岡 緑,我 部 山キ ヨ子=乳 幼児 を もつ母親の育児 支

援 に関す る研究一母親の心理特性 と育児 に関す る情報

お よび解決策入 手 との関連性一,第19回 日本助 産学 会

学術集会集録,2005年3月(京 都).

井 倉 一政,宮 崎つ た子,我 部 山キ ヨ子=性 教 育実施後

の満足度 に影響す る要 因一 中学生 に対す る性教 育実施

後 のア ンケー ト内容 より一,第24回 思 春期学会学術 集

会講演集,2005年8月(和 光市),

伊 藤 久美子,月 僧厚子,我 部 山キ ヨ子,清 野喜久美,

滝 澤和子,平 畠功二:上 の子立 ち会い出産 に関する妊

娠末期 の母親へ の意識調査(第1報)上 の子立ち会い

出産 の意思決定 の実態第46回 日本母性衛生学会学術 集

会,2005年10月(宮 崎市).

月僧 厚子,我 部 山キ ヨ子,清 野喜久美,伊 藤久美子,

滝 澤和子,平 畠功二:上 の子立 ち会い出産 に関する妊

娠末期 の母親へ の意識調査(第2報)同 胞誕生準備 と

子 どもの行動特性 につい て,第46回 日本母性衛 生学会

学術集会,2005年10月(宮 崎市).

井 倉 一政,宮 崎つ た子,我 部 山キ ヨ子:子 ど もとの関

わ りによる父親 の成長発達 に関す る研 究,第46回 日本

母性衛生学会学術 集会,2005年10月(宮 崎市).

南田智子,我 部山キヨ子:産 褥早期のマザーリングに

関する研究一初期接触における親子やその他の参加者

との関係性 について一 ビデオ観察による調査,第20回

三重母性衛生学会学術集会集録,2005年u月(三 重).

我部山キヨ子=産 婦における客観的 ・主観的ス トレス

と分娩結果の関連性一母体血お よび膀帯血の βエン

ドルフィン値 と血液ガス値の変化一,第25回 日本看護

科学学会学術集会,2005年11月(青 森).

我部山キヨ子,月 僧厚子,清 野喜久美,伊 藤久美子:

上の子立ち会い出産における母親や誕生子に対する上

の子の反応一分娩後の母親への意識調査より,第25回

日本看護科学学会学術集会,2005年11月(青 森).

岡 崎 恵,林 優 子,中 谷 文:レ シ ピエ ン トと ド

ナーが求 める生体肺移植 にお けるイ ンフ ォーム ドコン

セ ン ト続 報.X41回 日本 移 植 学 会 総会,2005,10,

313,新 潟.

菅 真 由美,林 優 子,安 田和 宏=移 植 コーデ ィネー

ターの役割 に関す る意識調査.第41回 日本移植学会総

会,2005.10,356,新 潟.

古立公美恵,林 優子:術 後の回復過程における生体

肝移植患者の日常生活一回復の意欲の もとになるレシ

ピエントの思いに焦点を当てて一.X41回 日本移植学

会総会,2005.10,288,新 潟.

井 上智 恵,林 優 子:保 存 期 腎不 全患者 の生 活 の意

味.第25回 日本看護科学学会,2005.11,221,青 森.

古 立公美憲,林 優子:術 後の 回復過程 におけ る生体

肝 移植 患者 の 日常生活.第25回 日本 看護科 学学 会,

2005,ll,207,青 森.

内 田陽子,林 優子:血 液透析患者の手術 にかかわ る

体 験 の意 味 第25回 日本 看 護 科 学 学会,2005.11,

223,青 森.

河 口てる子,下 村裕子,林 優子,井 上智恵,小 林貴

子,安 酸史子,大 池美也子,太 田美帆,東 め ぐみ,滝

口成美,横 山悦子:患 者教育の ための看護実践モデル

(そ の1)モ デ ルの概 要.第25回 日本看 護科学学 会,

2005,ll,217,青 森.

小 平京子,小 林貴子,小 田和美,伊 藤 ひろみ,河 口て

る子,下 村裕 子,林 優 子,大 池 美 也 子,近 藤 ふ さ

え,土 屋 陽子=患 者教育 のための看護実践モデル(そ

の2)と っか か り/手 がか り言動 とその直感 的解 釈.

第25回 日本看護科学学会,2005.11,217,青 森.

東 めぐみ,大 池美也子,安 酸史子,太 田美帆 山本

千恵子,河 口てる子,下 村裕子,小 林貴子,林 優
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子,岡 美智代,小 長谷百絵:患 者教育のための看 護実

践 モデ ル(そ の4)ProfessionalLearningClimateの

位 置 づ け と教 育 可能性.第25回 日本看 護科 学学 会,

2005,11,218,青 森.

林 優子=臓 器移植医療における看護の真価が問われ

るとき.第1回 日本移植 ・再生医療看護研究会学術集

会,2005.10,京 都.

林 優子:肺 移植看護における看護師の役割 と今後の

課題(シ ンポジウム臓器移植医療における看護師の役

割).X41回 日本移植学会総会,2005.is,新 潟.

成木弘子,星 野明子;地 域参加型機能訓練事業におけ

る住民組織活動の機能.第3回 ヘルスプロモーション

学会学術集会,2005.4,福 岡.

上原恵美,荻 野明美,岡 田明美,佐 藤 守,宮 島朝

子:ア クテイウォッチによる個別健康教育の有効性,

第64回 日本公衆衛生学会総会,2005(9月).

大島理恵子,鵜 山 治,若 村智子,堀 田佐知子,近 田

敬子=「 まちの保健室」における 「睡眠相談」の試み,

日本看護研究学会近畿北陸地方会学術集会抄録集,p

90,石 川i.2005.3.20.

柴 田真志,若 村智子,柴 田 しお り:子 どもの朝型 ・夜

型 タイプ と身体活動量の関連.第52回 日本学校 保健学

会.仙 台,2005.10.

若 村 智子,宮 島朝子,大 島理恵子,堀 田佐知子,田 中

恵,谷 井彩子,吉 田佳代,古 田や よい,井 上京子,松

野征美子=光 ・温湿度環境が療養者の睡眠 に及ぼす影

響.第12回 日本 時 間生 物 学.11(2)=69,つ くば.

2005.11.24-25,

近 藤 雅之,登 倉尋實,若 村智子,KiyaHyun,保 智

巳,森 田 健,大 石 正=室 温の周期的 な変動が,睡

眠時の深部体温 のサ ーカデ ィア ンリズム,メ ラ トニ ン

代謝産物濃度お よび主観的 な睡眠感 に与 える影響.第

12回 日本 時間生物 学.11(2):66,つ くば.2005.u.

24-25.

寺口佐輿子,赤 澤千春,奥 津文子,江 濱澄枝,桂 敏

樹:生 体肝移植術(LRLT)を 受けた成人レシピエン

トの術後精神症状(POMS)の 発症 に関す る心理社

会的 ・身体的要因分析一第1報 家族機能調査結果 よ

り一.日 本看護研究学会雑誌,Vo1.28No.3:2005.

奥津文子,寺 口佐與子,赤 澤千春,江 濱澄枝,桂 敏

樹=生 体肝移植術(LRLT)を 受けた成人レシピエン

トの術後精神症状(POMS)の 発症に関する心理社会

的 ・身体的要因分析一第2報 心理テス ト結果より一.

日本看護研究学会雑誌,Vol.28No.3:2005.

赤澤千春,寺 口佐與子,奥 津文子,江 濱澄枝,桂 敏

樹:生 体肝移植術(LRLT)を 受ける成人レシピエン

rの 術後精神症状(POMS)の 発症に関する心理社会

的 ・身体的要因分析一第3報 身体的要因分析結果 よ

り一.日 本看護研究学会雑誌,Vo1.28No.3:2005.

江濱澄枝,赤 澤千春,寺 口佐與子,奥 津文子,桂 敏

樹;生 体肝移植術(LRLT)を 受けた成人レシピエン

トの術後精神症状(POMS)の 発症と術後経過 との関

係 について一第4報 術後合併症 と離床状況より一.日

本看護研究学会雑誌,Vol.28No,3:2005.

大徳真珠子,江 川隆子;糖 尿病患者の足潰瘍発生リス

ク分類批評の作成 とその臨床応用について,第10回 日

本糖尿病教育 ・看護学会,2005,9月,福 岡.

検査技術科学専攻

論 文

NishidaN,HayaseY,MikuniN,HayashiR,Takahashi

JA,HashimotoN,IkedaA,AmanoS,NakashimaY:A

rosette-formingglioneuronaltumorcausedtemporal

epilepsy.Aformofdysembryonicneuroepithelial

tumororcorticaldysplasia.BraintumorPathology,

2005;22:35-40.

OkaichiY,AmanoS,IharaN,HayaseY,TazumiT,

andOkaichiH:Openfieldbehaviorsandwatermaze

learninginIharaepilepticrats.Epilepsia,2006;47:

55-63.

MikuniN,IkedaA,HayaseY,AmanoS,HanakawaT,

FukuyamaH,HashimotoN:Surgicalresectionofan

epileptogeniccorticaldysplasiainthedeepfoot

sensorimotorarea:acaserepot.Epilepsyand

Behavior,inpress.

IshikawaH,KuboA,TsukitaSh,TsukitaSa:Odf2/

cenexin-deficientmothercentdoleslackthedistal/

subdistalappendagesandtheabilitytogenerateprimary

cilia.NatureCellBiology,2005;7:517-524.

TamuraA.KikuchiS.HataM.KatsunoT.MatsuiT,,,,,

HayashiH,SuzukiY,NodaT,TsukitaSh,TsukitaSa

Achlorhyddabyezrinknockdown:defectsi皿 止e

formation/expansionofapicalcanaliculiingastric

parietalcells.JCellBiol,2005;169:21-28.

IkenouchiJ,FuruseM,FuruseK,SasakiH,TsukitaSa,

TsukitaSh:Tricellulinconstitutesanovelbarrierat

tricellularcontactsofepithelialscells.JCellBiol,

2005;171:939-945.

池本正生:褥 創形成 における炎症反応の関与と炎症
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マ ー カ ー.医 療 と 検 査 機 器 ・試 薬,2005;28(4):

321-326.

OkaS,SasadaM,YamamotoK,NohgawaM,

TakahashiA,YamashitaK,YamadaH,UchiyamaT:

Nitricoxidederivedfromhumanumbilicalvein

endothelialcellsinhibitstransendothelialmigrationof

neutrophils.IntJHematol,2005;81(3):220-227.

YamadaH,AraiT,EndoN,YamashitaK,Nonogawa

M,MakinoK,FukudaK,SasadaM,UchiyamaT:

Photodynamiceffectsofanovelpterinderivativeona

pancreaticcancercellline.BiochemBiophysRes

Commun,2005;333(3):763-767.

NishimuraT,NishidaN,ItohT,KomedaT,FukudaY,

IkaiI,YamaokaY,NakaoK:DescreteBreakpoint

MappingandShortestRegionofOverlapofChromo-

someArmIqGainandIpLossinHumanHepato-

cellularCarcinomaDetectedbySemiquantitative

MicrosatelliteAnalysis.Genes,Chromosomes&

Cancer,2005;42:34-43.

NishimuraT.NishidaN.KomedaT.FukudaY.Nakao
,,,,

K:Genotypestabilityandclonalevolutionofhepato-

cellularcarcinomaassessedbyautopsy-basedgenome-

widemicrosatelliteanalysis.CancerGeneticsand

Cytogenetics,2005;161:164-169.

福 田 善 弘:肝 癌 と 性 差,HepatocellularCarcinoma

andGenderDifference.性 差 と医 療,じ ほ う,2005;

2(10):1169-1175.

米 田 俊 貴,福 田 善 弘=ウ イ ル ス 性 肝 炎 患 者 数 は?肥

満 と糖 尿 病,2005;4(6)=1017-1019.

HosokawaR,NoharaR,HiraiT,FujibayashiY,Fujita

M,KambaraN,OhbaM,TadamuraE,KimuraT,Kita

T:Myocardialmetabolismof12sI-BMIPPunderlow-

dosedobutamineinfusion:implicationsforclinical

SPECTimagingofischemicheartdisease.EurJNucl

MedMolImaging,2005;32(1):75-83.

MiwaK,FujitaM,SasayamaS:Recentinsightsintothe

mechanisms,predisposingfactors,andracialdifferences

ofcoronaryvasospasm.HeartVessels,2005;20(1):1-

7.

FujitaM,TambaraK,IkemotoM,SakamotoS,OgaiA,

KitakazeM,SacknerM:Periodicaccelerationenhances

releaseofnitricoxideinhealthyadults.IntJAngiol,

2005;14:11-14.

NiimiA,KiharaY,$umitaY,OkanoY,TambaraK,

FujitaM:Coughreflexbyventricularpremature

contractions.IntHeartJ,2005;46(5):923-926.

藤 田正俊:薬 理学 的セオ リーにか なったス タチ ン とコ

レバ イ ンの併用.日 本聲事新報,2005;4225=121.

中 井 義 勝,坂 本 智 子,藤 田正 俊,野 間俊 一,林 拓

二;神 経 性無食欲症 の心拍変動 について.精 神医学,

2005;47(3):261-265.

藤 田正俊,豊 國伸哉,三 羽邦久,池 本正生,中 村紀士

子,木 戸 隆宏,猪 飼亜 希子:喫 煙 とDNA障 害 マー

カーで ある ヒ ト白血球8-OHdGの 関 係.平 成16年 度

喫煙科学研究財 団研究年報,財 団法人喫煙科学研 究財

団,2005;157-161.

藤 田正俊:循 環器疾患 と運動.日 本署事新報,2005;

4246:6一]0.

IsarangkuraPNA,LiG-M,WarachitJ,IwabuY,Tsuji

S,AuwanitW,YamamotoD,GotoT,HayashiY,Kiso

Y,IkutaK:Differentsusceptibilityofhumanimmuno-

defidencyvirusm)eltoEnvgp41-derivedsyn山etic

peptidescorrespondingtotheC-terminalheptadrepeat

region.MicrobesInfect,2005;7(3):356-364.

YamamotoD,LiG-M,IkutaK,ToshiyikiGotoT:Lsss

MmutationinHIV-1glycoprotein41stabilizesthe

coiled-coilstructure.BiochemBiophysResCommun,

2005;335(1):112-116.

Mohan$,GotoT,KohnoT,NakanoT,HaradaF,Kiso

Y,YoshiokaS,SanoK:Evidenceforthecellularuptake

ofanti-HIV-1doubledrugKNI-1039.BullOsaka

MedColl,2005;51(2):50-60.

YamateM,YamashitaM,GotoT,tsujiS,LiY-G,

WarachitJ,YunokiM,IkutaK:EstablishmentofVero

E6cellclonespersistentlyinfectedwithsevereacute

respiratorysyndromecoronavirus.MicrobesInfect,

2005;7:1530-1540.

後 藤 俊 幸:ウ イ ル ス 観 察 の た め の 電 顕 技 法.医 生 電 顕

技 術 誌,2005;is:141-142.

FerilLBJr.,KondoT,CuiZG,TabuchiY,ZhaoQL,

AndoH,MisakiT,YoshikawaH,UmemuraS

Apoptosisinducedbythesonomechanicaleffectsoflow

intensitypulsedultrasoundinahumanleukemiacell

line.CancerLetters,2005;221:145-152.

FukudaT,Shimizuf,FuruhataH,AbeT,ShimizuK,

OishiT,OgiharaM,KubotaJ,SasakiA,SasakiK,

AzumaT,UmemuraS:Overexpressionofheatshock
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proteinsinpallido-nigralaxonalspheroidsofnonhuman

agedprimates.ActaNeuropathol(Berl),2005;110:

145-150.

AzumaT,KawabataK,UmemuraS,OgiharaM,

KubotaJ,SasakiA,FuruhataH:BubbleGenerationby

standingwaveinwatersurroundedbycraniumwith

transcranialultrasonicbeam.JpnJApplPhys,2005;

44(6B):4625-4630.

YoshikawaH,AzumaT,KawabataK,TaniguchiY,

UmemuraS:Three-dimensionaltrackingmethodof

tissuemotionwithbiplaneimages.JpnfApplPhys,

2005;44(6B):4561-4566.

KawabataK,SugitaN,YoshikawaH,AzumaT,

UmemuraS:Nanoparticleswithmultipleperfluoro-

carbonsforcontrollableultrasonicallyinducedphase

shifting.JpnJApplPhys,2005;44((iB):4448-4852.

UmemuraS,KawabataK,SasakiK:Accelerationof

ultrasonictissueheatingbyaucrobubbleagent.IEEE

TransUltrasonics,Ferroelectrics,andFrequency

Control2005;52:1690-1695.

FunatoT:Utilityofantioncogeneribozymesand

anUSenseoligonucleoUdesi皿reversi皿gdrugresistance.

MethodsMolMed,2005;106:215-33.

FunatoT,TakedaM:Approachestodetectthedrug

resistanceinacuteleukemia.fElectrophoresis,2005;

49:85-93.

舩 渡忠 男:造 血器腫 瘍診 断 にお ける遺伝子 定量 の意

義.日 本 臨床検 査 自動 化 学会 会 誌,2005;30(2)=

168-171,

舩 渡 忠 男,竹 田真 由:遺 伝子 検査 の標 準化 と精度 管

理.日 本 臨林,2005;63(増 刊 号12)=134-138.

舩 渡 忠男,竹 田真 由,高 橋 美 奈 子:ア ンチ セ ンス

RNAワ ー ル ド.臨 床化学,2005;34(3)=205-215.

舩 渡 忠男,竹 田真 由:ア スベス トと臨床検査.機 器 ・

試薬,2005;28(5):403-406.

舩 渡 忠男,竹 田真 由:遺 伝子検査 は病気の予防 に貢献

しうるか.機 器 ・試薬,2005;28(6)511-517.

舩 渡 忠男=新 しい検査医学の展開 を 目指 して.臨 床病

理,2005;53(8)=712-719.

竹 田真 由,舩 渡忠男,黒 石泰司=近 赤外分光 画像計測

法 による無侵襲末梢血管モニ タ リング装置 を用いたヘ

モ グロ ビン濃 度 の測定.京 都 大学 医学 部保健 学科 紀

要,2005;2:9-13.

福 田 耕 治,松 原 明,竹 田真 由,寺 田博 美,藤 田正

俊:学 生教育 のための循環器系か らの生体信号(心 機

図)評 価 シス テム構 築。京都大 学 医学 部保健 学科 紀

要,2005;1(1):1-6.

著 書 等

笹 田昌孝:感 染症 に伴 う好 中球機能尤進 による病態形

成.臨 床血液,2005;妬(4):240-244.

笹 田 昌孝:セ カ ン ドオ ピニオ ンを求め られた場合の高

尿 酸 血 症 ・痛風 の 患 者 教 育.高 尿 酸 血 症 と痛風,

2005;13(1):78-53.

笹 田 昌孝:好 中球 の機能尤進 に よる組織傷害,血 液 フ

ロンテ ィア,2005;15(6):3-8.

笹 田 昌孝=高 尿酸血症 ・痛風の治療 ガイ ドライン第1

版(2002)解 説.山 ロ 徹,北 原光夫編,今 日の治療

指針2005年 版:医 学書 院2005:1561-1565.

笹 田 昌孝:好 中球 の機能 異常 症一 機 能低下 と機 能尤

進一.バ イエルヘ マ トロジー二a一 ス,第5号 「特集

=好 中球」=2005;8-15.

福 田善 弘=肝 細胞が んの治療 中に悪性 リンパ腫の発生

をみ たC型 肝硬 変一HCV感 染 に伴 う肝外病変 と して

の悪性 リンパ腫一 症例 とQ&Aで 学 ぶ肝 炎.今 月の

治療:総 合 医学社,2005=13(10):11-16.

藤 田 正 俊=Managementofatrialflbrillarion=Which

patient,wnｫntherapy?篠 山 重 威 編,AHAHigh-

lights2004:TMCカ ンパ ニー,2005:76-79.

舩 渡 忠男=骨 粗霧症 のアセス メ ン ト.臨 床栄養 に検査

を どう生 かす か.橋 詰直孝 編,東 京:宇 宙堂 八木 書

店,2005=96-103.

舩 渡 忠男,佐 々木 毅:免 疫 グロブ リン(IgG,IgA,

IgM,IgE,IgD).古 澤 新 兵,金 山正 明,橋 本 博 史

編,臨 床 検 査 診 断 マ ニュ ア ル.東 京:永 井書 店,

2005:295-297.

舩 渡忠男,高 橋美奈子:ア ンチセ ンスRNAテ ク ロノ

ジー.中 村 義 一,大 内将 司 監 修,RNA工 学 の 最 前

線.東 京=シ ーエムシー出版,2005=205-214.

松 渡 忠 男,阿 部 正 理:血 液 疾 患 の 遺 伝 子 診 断.

MedicalPracdce編 集 委員会編,臨 床検 査 ガイ ド2005

-2006 .東 京=文 光堂,2005:643-647.

訟 渡忠男,高 橋美奈子:ア ンチセ ンスRNAテ ク ロノ

ジー.中 村義一編,遺 伝子MOOK4RNAと 創 薬,

東 京;メ デ ィカル ドゥ,2005:132-137.

福 田耕治:MRIと そ の周 辺(低 温 について).京 都 大

学 医学部保健学科紀要,2005:1(1),82-83.

一96一



業 績 リ ス ト

学 会 発 表

早瀬 ヨネ子,加 藤順子,白 瀬智之,天 野 殖:若 年者

における異型子宮内膜増殖症の遺伝子異常について.

X94回 日本病理学会総会:横 浜,2005.4.15.

西田南海子,三 國信啓,三 浦義紀,江 夏 怜,早 瀬ヨ

ネ子,池 田昭夫,天 野 殖,橋 本信夫:ラ ットへん扁

桃核カイニン酸モデル急性期 における海馬電気刺激効

果 の検討.第28回 日本 てんかん外科学会:大 阪,

2005.4.20.

IshikawaH,KuboA,TsukitaSh,TsukitaSa:Odt2/

cenexin-deScientmothercentdoleslackthedistal/

subdistalappendagesandtheabilitytogenerateprimary

cilia.GordonResearchConference:Buelton,USA,

2005.2.27-3.11.

IshikawaH,KuboA,TsukitaSh,TsukitaSa:Odl2/

cenexin-deficientmothercentrioleslack[hedistal/

subdistalappendagesandtheabilitytogenerateprimary

cilia.第58回 日 本 細 胞 生 物 学 会 大 会;大 宮,2005.6.

16.

TamuraA,KikuchiS,HataM,KatsunoT,MatsuiT,

HayashiH,SuzukiY,NodaT,TsukitaSh,TsukitaSa

Achlorhydriabyezrinknockdown:defectsinthe

formationexpansionofapicalcanaliculiingastric

parietalcells.第58回 日 本 細 胞 生 物 学 会 大 会:大 宮,

2005.6.16.

月田早智 子:ERM蛋 白 質 による微絨毛形成 と疾 患.

第46回 日本 組 織 細 胞 科 学 総 会 ・学 術 集 会=京 都,

2005.10.1,

IshikawaH,KuboA,TsukitaSh,TsukitaSa:Odt2-

deficientmothercentrioleslackdistal/subdistal

apendagesandtheabilitytogenerateprimarycilia.

Europeanmolecularbiologylaboratory-Workshop

CentrosomesandSpindlePoleBodies:Heidelberg,

Germany,2005.9.24.

池 ノ内順一,古 瀬幹夫,古 瀬京子,佐 々木博之,月 田

早智子,月 田承一郎:3つ の細胞の隙間をいかにして

シールするか:再 認識 された上皮細胞が持つバリア機

構 の解明.第28回 日本分子生物学会年年会=福 岡,

2005.12.7.

池 本 正 生,伊 藤 洋 志,江 川 裕 人,松 本 慎 一,村 山

寛,戸 谷 誠 之,藤 田正俊:拒 絶 反応 に伴 う急性炎 症

マー カー と して のMRP8/14の 機 能的役 割 につ いて

(その2).臨 床 病理(補 冊),2005;53:245.

笹田昌孝=好 中球の二面性一生体に不可欠な,そ して

有害 な好 中球.第54回 日本医学検査学会総会:京 都,

2005,5,13-14,医 学 検査,2005;54(4):305.

常 峰(山 田)紘 子,荒 井俊之,山 下浩平,笹 田昌孝,

内 山 卓=細 胞透過性 プテ リン化合物の皮膚Tリ ンパ

腫 細胞 株 に対す るPhotodynamic効 果.第67回 日本 血

液学会総会=横 浜,2005.9.17-19,臨 床 血液,2005;

46(8):903.

宮 原 裕子,高 折 晃史,福 永 桂 子,山 下浩 平,笹 田昌

孝,内 山 卓:日 本 にお ける家族性地中海熱の症例検

討.第67回 日本血液学会総会 ワークシ ョップ 「先天性

疾患 にお ける最近 の進歩」=横 浜,2005,9,17-19,臨

床 血液,2005;46(8)=764.

岡 諭,笹 田 昌 孝,山 本 孝 吉,直 川 匡 晴,高 橋

淳,山 下浩平,山 田紘子,内 山 卓=血 管内皮細胞 由

来一酸化窒素 に よる好 中球血管外遊走の抑制.第ll回

MPO研 究会:福 岡,2005.1015-16.

宮 原裕子,山 下浩平,高 折晃 史,笹 田昌孝,内 山

卓;日 本 における家族性地中海熱の症例検討.第13回

食細胞機能異常症研究会:東 京,2005.12.9.

福田善弘,米 田俊貴,西 田直生志=B型 肝炎に対する

ラミブジン療法一特に計画的治療中断療法について.

第7回 葵肝臓研究会:京 都,2005.10.22.

米 田俊 貴,千 葉 勉,鍋 島紀 茂,福 田善 弘:Geno-

type2aの 慢 性C型 肝 炎 症例 に対 す る コ ンセ ンサ ス

IFN8週 間投与の試み.第7回 葵肝臓研 究会:京 都,

2005.10.22.

山東 剛裕,勝 島慎二,福 田善弘:C型 肝硬変患者 に対

す る治療選択 につ いて,第7回 葵肝臓研 究会=京 都,

2005.10.22.

山東剛裕,勝 島慎二,福 田善弘:C型 肝硬変患者に対

する治療選択について.第36回 日本肝臓学会西部会:

鈴鹿,2005,11,25.

HosokawaR,OhbaM,KambaraN,TadamuraE,

FujitaM,KimuraT,NoharaR,KitaT:Can

myocardialoxidativeconsumptionregulatetheexercise

toleranceinpatientswithchronicheartfailure?The

69thAnnualScientificMeetingoftheJapanese

CirculationSociety:Yokohama,2005.3.19-21.

TambaraK,FujitaM,SugimotoA,DoiK,Yamanaka

K,KomedaM:Evidenceoflocalaldosterone

productioninpatientswithleftventricularremodeling:

analysisofpericardialfluida[openheartsurgery.The

69thAnnualScientificMeetingoftheJapanese

CirculationSociety:Yokohama,2005.3.19-21,
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MiwaK,FujitaM:ExhaustionofvitaminEbysmoking

inyoungwomen.The69thAnnualScientificMeeting

oftheJapaneseCirculationSociety:Yokohama,2005.3.

19-21.

NakanoA,LeeJD,TakeishiY,HiraiT,KinugawaT,

FujitaM:Randomized,crossoverstudytoassessthe

comparativeeffectofvalsartanandamlodipineon

cardiacautonomicnervousactivityinhypertensive

patients.Thel5thEuropeanMeetingonHyper-

tension:Milan,Italy,2005.6.17-21.

AraiY,FujitaM,MaruiA,HiroseK,HuangY,BirSC,

TabataY,IkedaT:Simultaneousheparinadminis-

trationwi止sustained-releasebasic且broblastgrow止

factorenhancesangiogenesisinhypercholesterolemic

mousehindlimbischemia.The78thScientificMeeting

oftheAmericanHeartAssociation:Dallas,USA,2005.

--.13-16.

TerasakiF,ShimomuraH,TsukadaB,OtsukaK,

E3tauraY,IkemotoM,FujitaM:Enhancedexpression

ofmyeloidrelatedproteincomplex(MRP8/14)in

multinucleatedgiantcellsandmacrophagesin

granulomasofpatientswithactivecardiacsarcoidosis.

The78thScientificMeetingoftheAmericanHeart

Association:Dallas,USA,2005.11.13-16.

YamanakaK,DoiK,TsuneyoshiH,YamazatoA,Ueno

K,ZenE,FujitaM:Multislicecomputedtomography

accuratelyquanti5esleftatrialsizeandfunctionafterthe

mazeprocedure.The78thScientificMeetingofthe

AmericanHeartAssociation:Dallas,USA,2005.11.

13-16.

藤 田正俊:虚 血心筋への血行再建.第10回 四 国セ ロ ト

ニ ン研究会 ・記念学術 集会:高 松,2005.3.26.

藤 田 正俊=健 康 の秘 訣.(医)黎 明会 北 出病 院 「健康

まつ り」特別講演:御 坊,2005.5.22.

藤 田正俊:体 験学 習の解説 と指導,第18回 健 康科学 市

民公 開講座:京 都,2005,10.1.

藤 田 正俊:狭 心症治療 の進歩.第327回 福 山市 医師会

循環器病研究会=福 山,2005.10.6.

HoriuchiR,IdoE,AkahataW,EnoseY,IbukiK,

MiuraT,GotoT,TakahashiH,HayamiM:DNA

vaccinationofmacaquesbyfull-sizedSHIVplasmids

thatproducenon-infeciousvirus.7thInternational

CongressonAIDSinAsiaandthePaciSc:Kobe,2005.

7.1-5.

GotoT,FujiiR,OguraH,OsetoM,NishimuraH,

SakonN,UtagawaET:ElectronMicroscopicDiagnosis

inJapan.MicroscopyConference6.Dreilandertagung

2005:Davos,Switzerland,2005.8.28-9.2.

HoriuchiR,IdoE,AkahataW,EnoseY,IbukiK,

MiuraT,GotoT,TakahashiH,HayamiM:DNA

vaccinationofmacaquesbyfull-sizedSHIVplasmids

thatproducenon-infectiousvirusparticles.Tenth

InternationalConferenceonEmergingInfections

DiseasesinthePacificRim:Hanoi,Vietnam,2005.11.

16-17.

後 藤 俊幸:ウ イルスの構造解析一 ヒ ト免疫不全 ウイル

ス(HIV)を 例 に.第61回 日本 顕微 鏡 学会 学術 講 演

会:筑 波,2005.6.1-3.

後 藤 俊幸,梶 村直子,長 谷川紀昭,山 本大助,生 田和

良,鷹 岡 昭夫=電 子 顕微 鏡 トモ グ ラ フィー に よ る

HIV侵 入 過程 のナ ノ観察.第58回 日本細 菌学会 関西

支部総会:神 戸,2005.10.29.

後 藤 俊 幸,李 桂梅,生 田和 良,山 本大 助:HIV-l

gp41のLsssM変 異 はコイルー コイル構造 を安定化す

る.第52回 日本 ウイ ルス学 会総 会:横 浜,2005.11.

20-22.

森 川 裕子,鶴 谷直美,後 藤俊幸:酵 母遺伝変異株 を利

用 したHIV粒 子 形成機構 と宿主 因子 の同定.第52回

日本 ウイルス学会総会:横 浜,2005,11.20-22.

伊 藤 洋志,山 下 浩平,山 本 徹 也,山 本 孝 吉,笹 田昌

孝=purinesに よ る好 中球 の02一 放出能 と遊走能 に対

す る修飾作用.第38回 日本痛風 ・核酸代謝学会総会:

東 京,2005.2.3-4,痛 風 と核 酸代謝,2005;29(1):

56-57.

伊 藤 洋 志,山 下浩 平,岡 諭,山 本徹 也,山 本孝

吉,内 山 卓,笹 田昌孝:プ リン体 による好中球機能

の修飾作用.第67回 日本血液学会 ・第47回 日本臨床血

液学会総会合 同総会:横 浜,2005.9.17-is.

梅村晋一郎:限 局性前立腺癌 に対するHIFUの 臨床

効果=HIFU治 療の技術的限界への挑戦.第93回 日

本泌尿器科学会総会:東 京,2005.5.20.

梅 村晋 一郎:HIFUの 技 術 的限界 へ の挑 戦.日 本超

音波 医学会第78回 学術集会:東 京,2005.5.20.

梅 村 晋一郎,東 隆,林 哲也,村 山直之:複 素ル

ジャン ドル法 に よるクラ ッタに強い ドプラ速度検出.

日本超音波 医学会第78回 学術集会=東 京,2005.5.21.

UmemuraS,AzumaT,SasakiK,KawabataK;

Detectionoftissuecoagulationbyultrasonicdisplace一
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mentmap.150thMeetingoftheAcousticalSocietyof

America:Minneapolis,USA,2005.]0.17-21.

UmemuraS,KawabataK,SasakiK,AzumaT,

OgiwaraM,IshidaK,KubotaJ:Technological

approachestoovercomecurrentlimitationofHIFU

treatment.5thInternationalSymposiumonThera-

peuticUltrasound:Boston,USA,2005.10.27-29.

舩 渡 忠 男,松 原 洋 一,石 岡 千 加 史,堀 井 明,鈴 木 佳

子,関 崎 恵,石 川 博:東 北 大 学 に お け る 正 常 人

DNAバ ン ク の 試 み.第12回 日 本 遺 伝 子 診 療 学 会 大

会 書松 本,2005.8.5-6.

竹 田真 由,福 井一美,池 本 正生,舩 渡 忠男,林 三 恵

子:自 動核酸抽 出 システ ムQuickGene-800に よ る全

血RNA抽 出 の検討,日 本 臨床検査 自動化 学会 第37回

大会:横 浜,2005.9,28-30,日 本 臨床検査 自動化学会

会誌,2005;30(4):544.

舩 渡 忠 男,阿 部 正 理,佐 々 木 毅:シ タ ラ ビ ン

(AraC)耐 性 関 連 遺 伝 子 と し て のInsulin-likegrowth

factor(IGF-1)に つ い て.第52回 日 本 臨 床 検 査 医 学 会

総 会:福 岡,2005.11.17-20,臨 床 病 理,2005;53(補

冊)=200.

舩渡忠男,横 田浩充:造 血器腫瘍の検査一 検査 と臨床

の対 話 一.第6回 日本 検 査 血 液 学 会 集会:長 崎,

2005.7.30-31,

舩 渡 忠 男;キ メラ遺 伝子検 出 にお ける測定 精度 の保

証.第24回 日本 臨 床化 学 会 夏期 セ ミナー:山 形,

2005.7.7-9,臨 床 化学,2005;34Suppl:144-145.

舩 渡 忠男:RNAiと ア ンチ セ ンスRNA.第24回 分 子

病 理 学 研 究 会 支 笏 湖 シ ンポ ジ ウ ム:ほ っ支 笏 湖,

2008.6.16-18.

UenoT,ChenMY,FukudaK,SasakiY,MatsubaraA,

MizusakiT:MRIMeasurementofContactAnglein

thesHe-4HeMixturesatHigherMagneticField.24th

InternationalConferenceonLowTemperaturePhysics

Florida,USA,2005.8.10-17.

UenoT,ChenMY,FukudaK,SasakiY,MatsubaraA,

MizusakiT:MRIMeasurementofContactAnglein

thesHe一 一ｰHeMixturesatHigherMagneticField.

Ultra-LowTemperaturePhysicsConference2005

(ULT2005):Florida,USA,2005.8.18-20.

陳 夢 元,上 野 智 弘,福 田 耕 治,佐 々 木 豊,松 原

明,水 崎 隆雄=MRI顕 微 鏡 による3He-4He混 合 液体

の相分離面 の可視化,日 本物理学会秋季大会=京 都,

2005.9.12-15.

上 野智弘,陳 夢 元,松 山 剛,松 原 明,佐 々木

豊,福 田耕治,水 崎隆雄:極 限環境を駆使 したMRI

顕微鏡の開発.平 成16年 度低温物質科学研究センター

研究成果発表会:京 都,2005,3,4.

陳 夢 元,上 野 智 弘,福 田耕 治,佐 々木 豊,松 原

明,水 崎隆雄=MRI顕 微鏡 による3He一ｰHe混 合液体

の可視化.文 部科学省科学研究費補助金特定領域研究

「スーパークリーン物質で実現する新 しい量子相の物

理」領域発足研究会=東 京,2005.12,15-16.

特 許 申 請

生 物 組織 固定 ・包埋 ・薄切用 カセ ッ トお よび この カ

セ ッ トを用 い た 固 定 ・包 埋 ・薄切 方 法(出 願 番 号

2005-375186).

理学療法学専攻

論 文

細川昌則,清 水基行,奥 平修三,坪 山直生=老 年性骨

粗懸症関連遺伝子の同定 とその機能解析 コンジェ

ニックマウスを用いた分子遺伝学的研究(第3報).

代謝異常治療研究基金研究業績集,33=139-143,

2005.

NankakuM,KanzakiH,TsuboyamaT,NakamuraT:

Evaluationofhipfractureriskinrelationtofa皿

direction.OsteoporosInt,16(ll):1315-20,2005.

NakayamaT,TsuboyamaT,ToguchidaJ,TanakaC,

OyaN,HiraokaM,NakamuraT:Recurrenceof

osteosarcomaafterintraoperativeradiationtherapy.

Orthopedics,28(10):1195-7,2005.

KanbaraK,OkamotoK,NomuraS,KanekoT,

ShigemotoR,AzumaH,KatsuokaY,WatanabeM:

CellularlocalizationofGABAandGABAreceptor

subunitproteinsduringspermiogenesisinrat.J

Andrology,26(4):35-43,2005.

市 橋 則 明=瞬 発 力 の 測 定 方 法.理 学 療 法,22(1)=80-

86,2005.

市橋則 明,池 添冬芽,大 畑光司:筋 力低下の予防,総

合 リノ、,33(7)=627-634,2005.

市 橋 則 明,岩 下篤司=ペ ダ リング動作の筋電図学的評

価 理 学療法,22(6):895-903,2005.

武 田織江,布 川雄二 郎,辻 恵津 子,大 西理華,市 橋

則 明:リ ンパ浮腫 に対す る理学療法.理 学療法京都,

34:76-78,2005.

市 橋 則 明=開 運 動 連 鎖(OKC)と 閉 運 動 連 鎖

(CKC).総 合 リハ,33(9):881,2005.
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市橋則明,森 永敏博,坪 山直生,大 畑光司:施 設入所

高齢者 に対するバランス トレーニングが 日常生活活動

能力改善 と転倒予防に与える影響.慢 性疾患 ・リハビ

リテーション研究振興財団研究助成報告書,1-12,

2006.

黒 木裕 士,中 川 泰 彰,森 浩 二,鈴 木 隆,池 内

健,中 村孝志=骨 軟骨移植術における軟骨硬度,表 面

粗 さ,厚 さの測定一超音波装置を用いた病巣部軟骨と

周辺正常軟骨の比較一.別 冊整形外科47(骨 ・軟骨移

植a最近の知見),208-212,2005.

YasuakiNakagawa,TakashiSuzuki,Yoshitaka

Matsusue,HiroshiKuroki,YasuyukiMizuno,Takashi

Nakamura:Bonylesionrecurrenceaftermosaicplasty

forosteochondritisdissecansofthe[alas.Arthroscopy,

21(5)=630,2005.

中川泰彰,森 浩二,小 林雅彦,鈴 木 隆,黒 木裕

士,池 内 健,中 村孝志:骨 軟骨移植術後の再鏡視 に

おける関節軟 骨の力学的評価 の試み.関 節鏡,30

(1)=47-51,2005,

中川泰彰,小 林雅彦,鈴 木 隆,黒 木裕士,岡 本幸

大,中 村孝志:骨 軟骨移植術の再鏡視像 と臨床成績に

与える半月板の影響.日 本膝関節学会誌,30(1)=97-

99,2005.

HuoshiKuroki,YasuakiNakagawa,KojiMod,

MasahikoKobayashi,KoYasura,YukihiroOkamoto,

TakashiSuzuki,TakashiNakamura:Ultrasound

propertyofarticularcartilageinseverevarusknee

osteoarthritis.Osteoarthritis&Cartilage,13(Suppl.

A):5129,2005.

TamakiA,HasegawaS,TakemuraM,BarnerjrrA,

TsujitaJ,HoriS,OkuY:Studyoflocomotorrespiratory

coup1血gduringpedaling.ActaMedicaHyogoensia,

30(2):161-166,2005.

TakahashiK,ChinK,OgawaK,KasaharaM,

SakaguchiT,HasegawaS,SumiK,NakamuraT,

TamakiA,MishimaM,TanakaK:Livingdonorliner

transplantationwithnoninvasiveventilationfor

exertionalheatstrokeandseverrhabdomyolisis.Liver

Transplantation,--(5):570-572,2005.

玉 木 彰,長 谷 川 聡,陳 和 夫,三 嶋理晃=呼 吸 リ

ハ ビリテーシ ョンガイ ドラインをめ ぐって 「呼吸理学

療法」,日 本胸 部臨床,64(3):214-222,2005.

玉 木 彰,長 谷川 聡,陳 和 夫,佐 藤 晋,三 嶋 理

晃:急 性 増悪 時 の呼吸 リハ ビ リテー シ ョン.COPD

FRONTIER,4(3):205-211,2005.

玉 木 彰,高 木 彩,森 公 彦,長 谷川 聡:周 術 期

呼吸理学療法.呼 吸器 ケア,3(9):87-96,2005.

玉 木 彰:臓 器移植 にお ける理学療法部の役割一 肺移

植 患者 に対 す る リハ ビ リテー シ ョンの 実際.看 護技

術,51(is)=109-111,2005.

BudgellB.Commentary:Non-musculoskeletalre-

sponsestochiropracticintervention:amultination

survey.JManipulativePhysiolTher,2S:365-6,2005.

IkezoeT,TsutouA,AsakawaY,TsuboyamaT:Low

intensitytrainingforfrailelderlywomen:Lomg-term

effectsonmotorfunctionandmobility.JPhysTher

Sci,17:43-92005.

池添冬芽,坪 山直生=虚 弱高齢者 に対す る低負荷 運動

プログラムが運動機能お よび転倒率 に及ぼす影響 につ

いて.OsteoporosisJapan,13=715-719,2005.

大畑光司,市 橋則明:大 腿四頭筋の筋疲労による筋活

動比の変化 について.健 康科学,2:15-19,2005.

著 書

玉 木 彰 訳=Copingwithyourdiagnosis,pulmonary

rehabilitation他,LAMHandbook-Aguidefor

patientsandtheirlovedones一 瀬 山 邦 明 監 訳LAM

Handbook日 本 版,東 京,32-40,56-58,2005.

池添冬芽:入 院患者 ・施設高齢者の転倒 ・転落予防の

ため の介 入.「 エ ビデ ンス に基 づ く転倒 ・転落予 防」

泉 キ ヨ子編,中 山書店,東 京,ioe-116,2005.

学 会 発 表

ShimizuM,NakanishiR,OtsukiB,NakamuraT,

HosokawaM,MoriM,HiguchiK,TsuboyamaT:

Analysisofmarinechromosomeslland1310cithat

controlpeakbonemass.2ndJointMeetingofthe

EuropeanCalcifiedTissueSocietyandtheInternational

BoneandMineralSociety,2005.6.25-9,Geneva.

TsuboyamaT,TakemuraT,ShimizuM,NakamuraT

Self-assessmentofhealthinrelationtopreviousfalls

amonggeneralpopulationandosteoporosispatients.

2ndJointMeetingoftheEuropeanCalcifiedTissue

SocietyandtheInternationalBoneandMineralSociety,

2005.6.25-9,Geneva.

中山富貴,坪 山直生,戸 口田淳也,足 立壮一,平 松 英

文,小 林 道 弘,中 村 孝 志=四 肢 骨 肉 腫 に対 す る

Etoposideを 使 用 した化学療法 の成績.第38回 日本 整

形外科学会骨軟部腫瘍学術集会,2005.7.21-2,横 浜.

日整会誌,79(6),S672,2005。
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坪 山直生,笠 原勝幸,鬼 木浩二,戸 口田淳也,中 山富

貴,中 村孝志:下 肢悪性腫瘍治療後長期生存 者の 自己

健康評価.第38回 日本整形外 科学会骨軟部腫 瘍学術 集

会,2005,7.21-2,横 浜.日 整 会 誌,79(6),5684,

2005.

TsuboyamaT,OnikiK,KasaharaK,ToguchidaJ,

NakayamaT,NakamuraT:Self-assessmentofhealth

amongsurvivorsoflowerextremitysazcomas.13th

InternationalSymposiumonLimbSalvage,2005.9.7-

10,Seoul.

大 槻 文悟,清 水基 行,奥 平 修 三,中 西 りか,中 村孝

志,森 政之,樋 口京一,坪 山直生=マ ウス11番 染 色

体上 の骨量制御遺伝子の解析.第7回 日本骨粗 懸症学

会,2005.10.13-5,大 阪.

藤 山 文 乃,雲 財 知,中 村 公 一,岡 本 敬 子,野 村

蟻,金 子武嗣=線 条体patchニ ュー ロンへの視 床お よ

び大脳 皮 質か らの入力 を形態学的 に解析 す る.第lll

回 日本解剖学会総会 ・全国学術集会,2005.3,29-31,

富 山.

KanbaraK.OkamotoK.NomuraS.KanekoT
,,,,

ShigemotoR,AzumaH,KatsuokaY,WatanabeM:

CellularlocalizationofGABAandGABAreceptor

subunitproteinsduringspermiogenesisinrat.8th

InternationalCongressoftheAndrology,2005.6.12-6,

Seoul.

野 村 儀;細 胞 の構 造 と機 能.第16回 電 顕 サ マ ース

クール,2005.7.29,東 京.

市 橋則 明=理 学療法 にお けるパ ラダイム シフr.第18

回兵 庫県理学療法士学会,2005.7.17,兵 庫.

市 橋 則 明:下 肢の運動学 と理学療法.第758回 日本 理

学療法士協会現職者講習会,2005,10.8-10,京 都.

市 橋則 明=筋 機能rレ ーニ ングの理論 と実際.長 野県

第3回 市民公 開研修会,2005.u.6,長 野.

市 橋 則 明=筋 の 機 能 と ト レ ー ニ ン グ.ボ ス チ ャ ー 研 究

会,2005.ll.19-20,東 京.

市橋則 明:歩 行お よび免荷歩行 に関す る全般的知識.

第1回 新 しい 歩行 リハ ビ リテー シ ョンセ ミナー,

2005.12,10,大 阪.

市 橋則 明=歩 行お よび免荷歩行 に関す る全般的知識

第2回 新 しい 歩 行 リハ ビ リテー シ ョンセ ミナー,

2005.12.ll,東 京.

市橋則明,大 畑光司,池 添冬芽,竹 村俊一,伊 吹哲

子,坪 山直生:バ ランス リーチ レッグテス トと身体能

力 の関連性.第60回 日本体力医学会大会,2005.9,23-

25,川 崎,体 力科学,54(6),556,2006.

伊 吹 哲子,市 橋則 明,大 畑 光 司,池 添 冬 芽,竹 村 俊

一
,坪 山直生=高 齢者 にお ける立位 アライメン トと動

作 能力 につい て.第60回 日本体力 医学会大会,2005.

9.23-25,川 崎,体 力科 学,54(6),681,2006.

宮 坂 淳介,市 橋則明:血 流制限下での筋収縮 におけ る

筋 活 動量.第60回 日本体 力 医学 会大 会,2005,9.23-

25,川 崎,体 力科学,54(6),592,2006.

森 公 彦,市 橋則明,池 本朝子,中 村孝志:棘 下筋の

筋電 図学 的分析:肢 位 ・角度 ・負荷量の影響.第15回

京 都 理学 療法士学 会,2005,2.12,京 都,理 学療法 京

都,34:114-115,2005.

池 本 朝子,市 橋則 明,森 公彦:等 尺性膝屈曲 ・伸 展

動作 時の大腿筋膜張筋 の筋活動 膝屈 曲角度 による違

い.第15回 京 都 理学療 法士学会,2005.2,12,京 都,

理 学療法京都34:110-iii,2005.

福 元 喜 啓,大 畑 光 司,市 橋 則 明,塚 越 累,木 内 隆

裕,田 中 泉,南 昌宏:大 腿骨頸部骨折患者 におけ

る膝伸展筋力 と日常生活動作の関係.第15回 京 都理学

療 法士 学会,2005.2.is,京 都,理 学療 法京都,34=

98-99,2005.

山下俊和,市 橋則明:膝 に痛みを持つ患者の等尺性膝

伸展筋力測定における膝関節角度 と抵抗の位置の影

響.第15回 京都理学療法士学会,2005.2.12,京 都,

理学療法京都,34=96-97,2005.

伊 吹 哲 子,市 橋 則 明,中 川泰 彰,石 田 治,中 村孝

志:人 工膝 関節置換術後 に立位,座 位姿勢 に改善の見

られ た一 症例.第15回 京 都 理学療法 士学会,2005,2.

12,京 都,理 学療法京都,34:88-89,2005.

鈴 木 達也,市 橋則明:円 背患者 に対 して体幹股関節屈

筋 トレーニ ング を試 み,姿 勢の改善がみ られた一症例

を通 して.第15回 京 都理 学療法士 学会,2005,2.12,

京 都,理 学療法京都,34:86-87,2005.

大 西 理華,市 橋則明:膝 蓋骨亜脱臼後の痛み に対 し股

関節 ・体幹筋 にアプローチ した一症例.第IS回 京 都理

学 療 法士 学 会,2005.2.12,京 都,理 学 療 法 京都,

34:84-85,2005.

森 美 幸,市 橋則明:社 会人 アメ リカンフ ッrボ ール

チーム における1年 間の外傷発生 に関す る検討.第15

回 京 都理 学療法士 学会,2005.2.12,京 都,理 学療 法

京都,34=82-83,2005.

西村 純 市橋則 明,池 添冬 芽,大 畑光司,宮 本一

恵,水 野貴文:ラ グビー選手の体力測定 ポジション
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別 の比較.第15回 京 都理 学療法士 学会,2005,2.12,

京 都,理 学療法京都,34:80-81,2005.

市 橋 則 明,大 畑光司,西 村 純,坪 山直生:超 音波画

像解析 による大腿 四頭筋の形態的特性 と膝伸展筋力の

関係.第40回 日本理学療法学術大会,2005.5,26-28,

大 阪,理 学療法学,32(Supp1.2)=73,2005.

吉 田正樹,原 良昭,市 橋則明=筋 音図 を用いた筋機

能評価 の試み.第40回 日本 理学療法 学術大会,2005.

5.26-28,大 阪,理 学 療 法 学,32(Suppl.2)=362,

2005.

西 村 純,市 橋則明:ラ グビー選手の筋力お よび持久

力評価 ポジシ ョン別の比較.X40回 日本理学療法学

術大会,2005.5.26一 一28,大 阪,理 学療 法学,32(Suppl.

2):209,2005.

塚 越 累,大 畑 光 司,市 橋 則 明,江 口 悟,古 田 智

彰,菅 武俊,奥 村秀雄:人 工股関節置換術後の筋力

回復 に対す る術式 の影響.第40回 日本理学療法学術 大

会,2005.5.26-28,大 阪,理 学 療 法 学,32(Suppl.

2):206,2005.

江 ロ 悟,大 畑 光 司,市 橋 則 明,塚 越 累,加 藤 典

之,長 島健斗,奥 村秀雄:人 工股関節全置換術 におけ

る術後早期 の筋力 年齢 に よる筋力回復の違い.第40

回 日本理学療法学術 大会,2005.5..26-28,大 阪,理 学

療法学,32(SupPL2):205,2005.

岩 下 篤 司,市 橋 則 明,南 角 学,山 口哲 史,高 木 泰

宏:足 部のtoe-h1,toe-outが 下 肢 筋 活動 に与 える影

響.第40回 日本理学療法学術大会,2005.5.26-28,大

阪,理 学療法学,32(Suppl.2)=36,2005.

竹 村 俊 一,大 畑 光司,市 橋則 明,久 保 田 競;運 動 の

調子 による運動再現性の変化の違い.第 如回 日本理学

療法学術大会,2005.5.26-28,大 阪,理 学療法学,32

(Suppl.2):33,2005,

HiroshiKuroki,YasuakiNakagawa,KojiMori,Makoto

Takenaka,TetsuoOhashi,YasuyukiMizuno,Keiji

Ando,KenIkeuchi,TakashiNakamura:Biomechanical

evaluationofosteochondralgraftingusingultrasound.

Lecture,SchoolofExerciseandSportScience,Facultyof

HealthSciences,SydneyUniversity,2005.3.29,Sydney,

Australia.

HiroshiKuroki,AkitoshiHayashi,Kazunari

Yamamoto,HidekiKuroda,MasahiroNaka,Akiko

Kawatsu,RyusukeShioji:Contentsofrehabilitative

i皿terventioni皿hospice.The6thAsiaPacificHospice

Conference,2005,3.16-9,Seoul,Korea,abstract

#nBOZa.

HiroshiKuroki,YasuakiNakagawa,KojiMori,Makoto

Takenaka,TetsuoOhashi,YasuyukiMizuno,Keiji

Ando,KenIkeuchi,TakashiNakamura:Maturation-

dependentchangeofarticularcartilage:anultrasonic

measurementinrabbitknees.ISAKOS2005Congress,

2005,4.3-7,Hollywood,Florida,USA,abstract//417.

YasuakiNakagawa,TakashiSuzuki,YukihiroOkamoto,

HiroshiKuroki,MasahikoKobayashi,Takashi

Nakamura:Theoperativeresultsofthemosaicplastyfor

osteochondraldiseasesinthekneejointswhoweremore

than40yearsold.ISAKOS2005Congress,2005,4.

3-7,Hollywood,Florida,USA,abstract#525.

YasuakiNakagawa,TakashiSuzuki,HiroshiKuroki,

MasahikoKobayashi,TakashiNakamura:Doesthe

iaegularityofthegraftedosteochondralplugsaffectthe

clinicalresults?ISAKOS2005Congress,2005,4.3-7,

Hollywood,Florida,USA,abstract#526.

YasuyukiMizuno,YasuakiNakagawa,Makoto

Takenaka,KeijiAndo,HiroshiKuroki,KojiMori,

TakashiSuzuki,KenIkeuchi,SadamiTsutsumi,

TakashiNakamura:Anewevaluationmethodfor

measuringthemechanicalpropertiesofmeniscususing

ultrasound.ISAKOS2005Congress,2005,4.3-7,

Hollywood,Florida,USA,abstract#528.

HiroshiKuroki,ToshihiroMorinaga,TomeIkezoe,Koji

Ohata,HiroshiIeki,HiromichiHama:Development

andclinicaluseofafloatwalkingassistsystemusingair

pressure.The4山WorldConfederationroePhysical

Therapy-AsiaWesternPacificRegion&The9`hAsia

ConfederationforPhysicalTherapyCongress,2005,10.

30-11.1,Seoul,Korea,ProceedingsofWCPT-AWP&

ACPT2005,p.120,abstract#SL-S5-B-049,2005.

HirotoShima,ToruYorioka,KoueiUegaki,Hiroshi

Kuroki,ToshiakiFunatani,NorikoTakenaka,Hitomi

Nakao,HiroshiKimura:Thecomparativeexamination

ofthedecompressioneffectinsomewheelchaircushions

withtheportablemeasuringinsvumentofpressure.

The4`"WorldConfederationforPhysicalTherapy?Asia

WesternPacificRegion&The9`"AsiaConfederationfor

PhysicalTherapyCongress,2005,10.30-11.1,Seoul,

Korea,ProceedingsofWCPT-AWP&ACPT2005,p.

187,abstract#PO-HP-113,2005.

HiroshiKuroki,YasuakiNakagawa,KojiMori,

MasahikoKobayashi,KoYasura,YukihiroOkamoto,

TakashiSuzuki,TakashiNakamura:Ultrasoundprop-

ertyofarticularcartilageinseverevaruskneeosteo一
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arthritis.TheloonWorldCongressonOsteoarthritis,

2005,12.8-11,Boston,Massachusetts,USA.Osteo-

arthritis&Cartilage13(Suppl.A):5129,2005.Ab-

stract#P-256.

玉 木 彰:ALS患 者 に対す る在宅 にお ける呼吸理 学

療 法 の理論 と技術.京 都府 看護協会研 修会,2005.1.

22,京 都.

玉 木 彰=呼 吸地 は ビリテーシ ョンにおけ る世界の動

向.第15回 京 都 府理学療 法士学会教 育講演,2005.3.

6,京 都.

祝 出 毅,玉 木 彰:呼 吸 リハ ビ リテー シ ョンにおけ

る効果 的な トレーニ ング法 について一 呼吸筋力 と運動

能力 に着 目して一.第15回 京 都府 理 学療法 士学 会,

2005,3,6,京 都,理 学療法京都,34:118-119,2005.

玉 木 彰,河 内玲 子,長 谷 川 聡,籾 山 日出樹,辻 田

純三:支 持型 ・非支持型上肢運動お よび吸気 筋 トレー

ニ ングが上肢運動時 の運動耐容能 と吸気筋力 に及ぼす

影響.第40回 日本理学療法学術大会,2005,5,26-28,

大 阪,理 学療法学,32(2)=300,2005.

玉 木 彰=臓 器移植 にお ける呼吸理学療法.呼 吸理学

療法 セ ミナー,2005.7.16-19,札 幌.

玉 木 彰,長 谷川 聡,陳 和 夫,室 繁 郎,三 嶋 理

晃 書肺移植待機 中の重症呼吸不全患者 に対す る呼吸 リ

ハ ビリテーシ ョンー薬物療法 と運動 療法 によ り改善が

み られた一例一.第IS回 日本呼吸管 理学会,2005.7.

29-30,仙 台,日 本 呼 吸 管 理 学 会 誌,15(1)=172,

2005,

長 谷 川 聡,玉 木 彰,陳 和 夫,佐 藤 晋,室 繁

郎,三 嶋理晃:呼 吸不全患者の運動時呼吸パ ター ンと

運動 耐容 能の関係.第15回 日本呼吸 管理学会,2005.

7.29-30,仙 台,日 本呼 吸管理学 会誌,15(1)=204.,

2005.

田 中 まや,宮 崎博 子,松 尾 泉,玉 木 彰,西 村 浩

一:呼 吸 リハ ビリテーシ ョンの長期効果 についての検

討.第15回 日本呼吸管理学会,2005.7.29-30,仙 台,

日本呼吸管理学会誌,15(1)=127,2005.

玉 木 彰:呼 吸理学療法の ための フィジカル アセスメ

ン ト.日 本理学療法士協会現職者講習会 呼吸理学療

法 の理論 と実際,2005,9,17-19,京 都.

玉木 彰=外 科術後の呼吸理学療法.日 本理学療法士

協会現職者講習会 呼吸理学療法の理論 と実際,

2005.9.17-19,京 都.

BudgellB:ManagementofSomato-VisceralDisorders.

InternationalInstituteofHealthSciences,2005,S,

Adelaide,Melbourne,PerthAustralia.

BudgellB:EffectsofSomaticStimulationonSpinal

CordBloodFlow.TheOrderofChiropractorsof

Quebec,2005,9,Montreal,Canada.

BudgellB:Somato-autonomicReflexes.2005,9,

FacultyofMedicine,UniversityofMontreal,Canada.

池添冬芽,坪 山直生:虚 弱高齢者に対する低負荷運動

プログラムが運動機能お よび転倒率に及ぼす影響.第

11回近畿骨粗霧症研究会,2005.2.19,大 阪.

池添冬芽,浅 川康吉,島 浩人=虚 弱高齢者の 日常生

活 動作 能力低 下 に関与す る因子一3年 間 の縦断 的検

討一.第40回 日本理学療法学術大会,2005.5.26-28,

大 阪,理 学療法学,32(Suppl.2)=77,2005,

島 浩 人,池 添冬芽,吉 本和徳:地 域在住の高齢者 に

お ける低負荷 運動 トレーニ ングの介入 効果一 運動機

能,精 神機能 に及 ぼす影響 について一.第40回 日本理

学療法学術大会,2005.5,26-28,大 阪,理 学療法学,

32(Supp1.2):525,2005.

池 添 冬芽,浅 川康吉,島 浩人=虚 弱高齢者の転倒恐

怖感 に関与す る因子 の検 討.第47回 日本老年医学会学

術集会,2005.6.15-17,東 京,日 本老年医学会雑 誌,

42(Supply:128,2005,

池 添 冬芽,市 橋則明,大 畑光司,岩 下篤司:ボ ールエ

クササイズ における体幹 ・股関節周囲筋の筋活動 第

8回 日本 電気生理 運動学会,2005,11,26-27,倉 敷,

第8回 日本電気生理運動学会大会講演予稿集,16-17,

2005.

大 畑 光 司,中 徹,南 哲,市 橋 則 明,坪 山 直

生:成 人脳性麻痺 者 にお ける筋形態評価 とADLと の

関係 一 超 音 波 画像 解 析 を用 い た筋 厚測 定 の結 果 か

ら一.第40回 日本理学療法学術大会,2005.5.26-28,

大 阪,理 学療法学,32(Suppl.2,)s2,2005.

南 哲,大 畑光司,中 徹,橋 本千恵子,渡 邉明

代,生 友 尚志,上 田純恵,春 田大志,船 戸正雄,矢 野

生子,坪 山直生:成 人脳性麻痺者 にお ける脊柱前後轡

の形態 的特徴 脊柱起立筋の筋厚お よび加齢 との関連

性.第40回 日本理学療法学術 大会,2005.5.26-28,大

阪,理 学療法学,32(Suppl.2):21,2005.

渡邉 明代,大 畑光司,中 徹,南 哲,橋 本千恵

子,生 友 尚志,上 田純恵,春 田大志,船 戸正雄,矢 野

生子,坪 山直生=成 人脳性麻 痺者の骨強度 に影響 を及

ぼす 因子 に関す る検討.第40回 日本理 学療 法学術 大

会,2005.5.26-28,大 阪,理 学 療 法 学,32(Suppl.

2):136,2005.
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南 哲,大 畑光司,中 徹,橋 本千恵子,渡 邊明

代,生 友尚志,矢 野生子,春 田大志,船 戸正雄,上 田

純恵,坪 山直生=成 人脳性麻痺者の脊柱前後轡の形態

的特徴 脊柱起立筋の筋厚お よび加齢 との関連性.第

31回 日本重症心身障害学会,2005.9.28-29,日 本重症

心身障害学会誌,30(2)=197,2005.

大 畑 光 司,市 橋則 明,池 添 冬 芽,竹 村 俊 一,伊 吹 哲

子,坪 山直生:高 齢者 にお ける脊柱後轡 と運動機能の

関係.第60回 日本体力医学会,2005.9.23-25,体 力科

学,54(6):675,2005.

大 畑 光 司,市 橋 則 明,池 添 冬 芽,竹 村 俊 一,伊 吹 哲

子,坪 山直生:高 齢者 にお ける脊柱後弩 と運動機能,

お よび踵骨骨評価値 の関係.第7回 日本骨粗 柊症学会

2005,]0,13-15,0steoporosisJapan,13(Suppl.

D:iss,soon.

福元喜啓,大 畑光司,市 橋則明,塚 越 累,木 内隆

裕,田 中 泉,南 昌宏:大 腿骨近位部骨折の術後早

期 における下肢筋力の回復について.第45回 近畿理学

療法学術集会,2005,IL27,近 畿理学療法学術集会

誌,35=45,2005.

大畑光司,市 橋則明,池 添冬芽,岩 下篤司,坪 山直

生;体 幹回旋運動における体幹筋の機能特性.第8回

日本電気生理運動学会,2005.1],26-27.

大畑光 司:中 枢神経疾患患者の歩行 に対す る課題特異

的 アプローチーBodyWeightSupportTrainingの 理 論

と実際一.第15回 京 都府理学療法士学会,2005,3,6,

京 都.

大 畑光司=運 動学習的 アプローチ.日 本理学療法士協

会 現 職者 講習会 「下肢 の運動 学 と理 学療 法」,2005.

10,8-10,京 都.

大畑光司:重 症心身障害児 ・者における運動機能と肺

理学療法 平成17年 度重心看護研修会,2005,12,3,京

都.

作業療法学専攻

論 文 等

KubotaY,ToichiM,ShimizuM,MasonRA,Coconcea

CM,FindlingRL,YamamotoK,CalabreseJR;

Prefrontalactivationduringverbalfluencytestsin

schizophrenia.anear-infraredspectroscopy(NIBS)

study.SchizophreniaResearch,77:65-73,2005.

山根 寛=ア スペ ルガー障害(症 候群)と 作 業療 法ア

プローチ.精 神認知 とOT,2(2)=110-114,2005.

親松恵子,畑 野相子,山 根 寛:認 知症高齢者が人形

を抱 く こ と の 意 味.精 神 認 知 とoz,2(4):336-341,

2005.

腰原菊恵,山 根 寛=神 経性無食欲症に対する作業療

法の役割一若年神経性無食欲症患者 との関わ りから.

作業療法,24(5)=484-492,2005.

山根 寛:ど う越 える?作 業療法臨床初歩の壁,精 神

科 臨床 サー ビス,6:20]一204,2005.

腰 原 菊恵,山 根 寛=精 神障害者小規模作業所 におけ

る在 宅生 活支 援.作 業 療 法 ジャーナ ル,39(i):34-

37,2005.

山内俊雄,藤 川尚宏,三 澤孝夫,加 藤久雄,松 原三

郎,山 根 寛他:司 法精神医療従事者の研修 ・教育並

びに専門家養成システムの作成と実行 に関する研究

一2004年 度報告一.平 成16年 度厚生労働科学研究 「触

法行為 を行った精神障害者の精神医学的評価,治 療,

社会復帰 に関する研究」分担研究報告,2005.

宮本真己,吉 浜文洋,齋 藤慶子,木 太直人,香 山明

美,山 根 寛他:触 法精神障害者の看護ならびに地域

支援の手法 に関する研究一200M年 度報告一.平 成16年

度厚生科学研究 「触法行為を行った精神障害者の精神

医学的評価,治 療,社 会復帰に関する研究」分担研究

報告,2005.

山根 寛:作 業療法 とス ピリチ ュアルケ アー 作業 を通

して生 活(史)を 聴 く一.緩 和 ケ ア,9:467-470,

2005.

十一元三:広 汎性発達障害を持つ少年の鑑別 ・鑑定と

司法処遇.児 童青年精神医学 とその近接領域,45:

236-245,2005.

十一元三:自 閉症 の認知機能.脳 と精神の医学,16:

27-37,2005.

十 一 元三:自 閉症 とアスペ ルガー障害.今 日の治療指

針,47(山 口 徹,北 原 光 夫,相 沢 好 治 総 編 集):

703-704,医 学 書院.2005.

十 一元 三:ア スペル ガー障害 とは.精 神 認知 とOT,

2(2):96-103,2005.

十 一 元三:高 機能 自閉症,ア スペ ルガー症候群,医 療

若 子 理恵,土 橋 圭 子(編)自 閉症 スペ ク トラム の医

療 ・療育 ・教育,pl41-155,金 芳 堂,東 京,2005.

岡 田 俊,十 一元三=強 迫症状の発現 にお ける前頭葉

の役割.強 迫性障害 の研究,6:97-104,2005.

十 一 元 三:広 汎 性 発 達 障 害 の 認 知 機 能.Schizo-

phreniaFrontier,6:194-198,2005.
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十 一 元三,腰 原 菊恵:統 合 失調 症.精 神 看護 エ クス

ペール(坂 田三充編),ppl83-193,中 山書店,東 京,

2005.

十 一 元三:少 年事件 ・刑事事件 と広汎性発達障害.そ

だちの科学,5:89-95,2005.

十 一 元三:自 閉症 の神経生理学的基盤.児 童青年精神

医学 とその近接領域,46:486-489,2005.

十 一 元三=精 神科治療 ガイ ドライン,ア スペルガー症

候群.精 神科治療学,20(増 刊 号)=278-279,2005.

十 一 元三=自 閉性障害の治療.日 本精神科病院協 会雑

誌,24=1110-1115,2005.

十 一 元 三=触 法行 動 に至 った事例 の臨床 的特 徴 の研

究.厚 生労働科学研 究費補助金(こ ころの健康科 学研

究事業 「高機能広汎性発達障害 にみ られ る反社 会的行

動 の成 因の解明 と社会支援 シス テムの構 築 に関する研

究」)平 成16年 度研 究報告書,78-81,2005.

十 一 元三:児 童青年期の抑 うつ状態への薬物療法.臨

床精神薬理,8:1705-1712,2005.

十 一 元三:臨 床各科への誘い.精 神科臨床研 修 プラク

テ ィス,2(8)=49-53,2005,文 光 堂,東 京.

十 一元三:精 神科 ローテー トで何 を どこまで学ぶか.

臨床研修 プ ラクテ ィス,2(ll):6-7,2005,文 光 堂,

東 京.

十 一元三:精 神疾患 の大 まか なイメー ジをつかむ.臨

床研修 プ ラクテ ィス,2(11):8-9,2005,文 光 堂,東

京.

十 一元三=大 人 に も多い児童精神科疾患,広 汎性発達

障害.臨 床研修 プラクテ イス,2(11):56-59,2005,

文 光 堂,東 京.

十 一元三=広 汎性発達障害の認知特性.脳 と精神の医

学,16=169-173,2005.

十 一 元三=神 経学的報告か らみた広汎性発達 障害の特

性.外 来精神医療,5:30-33,2005.

高 原 世津 子,野 間俊 一,種 村 留 美,上 床輝 久,種 村

純;記 憶障害例 に対 して残存す る視覚記憶 を利用 した

rQxsT法 の 効 果.高 次 脳 機 能研 究,25(3):251-

258,2005.

加 藤 寿宏:軽 度発達障害 とい われ る子 どもたちの特別

支 援 教育 と作 業療 法.精 神 認 知 とOT,2(2):123-

126,2005.

酒 井 浩,種 村留美,金 子 翼:振 戦 を呈す る運動失

調症 に対 す る装具療法 の効果一taxichemiparesisと 小

脳 性 運 動 失 調 の 比 較.総 合 リ ハ,33(4):367-374,

2005.

酒 井 浩,土 井 田 稔:頚 髄症 にお ける上肢運動機 能

の経 時的変 化一術 後3ヶ 月 までの変化.健 康科 学,

1:19-24,2005.

著 書

山根 寛:最 新医学大事典第3版.後 藤 稠編,医 歯

薬出版株式会社,東 京,2005.

山根 寛;ひ と と作 業 ・作業 活 動改 訂2版,三 翰 書

店,東 京,2005.

山根 寛編著=精 神看護エ クスペ ール13=精 神 看護 と

関連技法,1-13,111-119,中 山害 店,東 京,2005.

山根 寛=司 法精神医療,松 下正明総編,

85-90,254-258,東 京,2005.

学 会 発表 ・講演 ・他

山根 寛:実 践す る精神科 デイケ ア.

会 第10回 年 次大会,2005.9.

中山書店,

日本デイケア学

前田朝子,畑 野相子,後 藤則子,加 賀爪雅江,熊 越祐

子,山 根 寛=介 護家族が医療者に求めるもの一痴呆

高齢者の受診体験 を通 して.第35回 滋賀県公衆衛生学

会,2005.2,滋 賀.

親松恵子,畑 野相子 後藤則子,加 賀爪雅江,熊 越祐

子,山 根 寛=痴 呆性高齢者が人形を抱 く意味.第35

回滋賀県公衆衛生学会,2005.2,滋 賀.

山根 寛,腰 原菊恵,岩 佐順子,梶 原香里,林 拓

二;ニ ューロングステイ防止の作業療法一精神科早期

作業療法システムの経過 より一.第39回 日本作業療法

士学会,2005.6,茨 城.

梶原香里,岸 信之,山 根 寛:デ イケア導入時の治

療構造の工夫一場面緊張の高い症例に対するパラレル

な活動の保障一.第39回 日本作業療法士学会,2005.

6,茨 城.

腰原菊恵,山 根 寛:保 健所デイケアにおける作業療

法士の役割一創作活動を通 した支援 より一.第39回 日

本作業療法士学会,2005.6,茨 城.

岩佐順子,山 根 寛,腰 原菊恵:依 存の利用からパラ

レルな場へ回復状態に応 じた治療関係一妄想性統合失

調症 との関わ りか ら.第39回 日本作業療法士学会,

2005.6,茨 城.

服部裕子,山 根 寛:言 語的 コ ミュニケー シ ョンの困

難 な症例へ の関わ り一 日記 と活動 を通 して一.第39回

日本作業療法士学会,2005.6,茨 城.
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石田順子,高 原世津子,種 村留美,村 井俊哉,中 村孝

志 書両側眼窩面損傷の遂行機能障害 と情動障害を持つ

症例 に対するアプローチについて.第39回 日本作業療

法学会,2005.6,茨 城.

中田 修,出 ロ智子,高 原世津子,酒 井 浩,種 村留

美:頭 部外傷後に記憶障害 と視知覚障害を呈 した症例

の復学支援 第39回 日本作業療法学会,2005.6,茨

城.

種村留美,村 井俊哉,種 村 純,椿 原彰夫:遂 行機能

障害の包括的リハ ビリテーションの試み.第29回 日本

失語症学会,2005.11,岡 山.

種村留美,村 井俊哉:概 念失行を呈 した症例に対する

道具 の意味理解による動作の促進 第29回 日本失語症

学会,2005.u,岡 山.

大塚恒弘,種 村留美:前 頭葉症状 ・脳梁離断症状によ

り重篤な両手動作障害を呈 した症例の両手協調動作獲

得の経過 第29回 日本失語症学会,2005.11,岡 山.

近藤 綾,種 村留美;眼 窩面損傷による行動障害と遂

行機 能障害 につ いて一認知 リハ ビ リテー シ ョンを中心

に一.第29回 日本失語症学会,2005.ll,岡 山.

種 村留美:記 憶障害へ のアプローチ.第3回 九州地区

言語聴覚士会合 同学術集会,2005.1,福 岡.

種 村留 美=高 次脳機 能障 害 を有す る人 との関 わ り方

一〇Tの 原点 を考 える一 .第25回 近 畿作業療法 学会,

2005.10,奈 良.

加藤寿宏:感 覚一^動障害がある子どもの遊びを支援

する一命の贈 り物 をいかす作業療法 と遊び一.第23回

日本感覚統合学会,2005.11,埼 玉.

加藤寿宏,山 田 孝,土 田玲子,太 田篤志,岩 永竜一

郎,日 田勝子,永 井洋一:身 体図式機能的要素の発達
一 日本版感覚統合検査 「どこまで跳べる」より一 ,第

23回 日本感覚統合学会,2005.ll,埼 玉.

加藤寿宏,山 田 孝,土 田玲子,太 田篤志,岩 永竜一

郎,日 田勝子,永 井洋一:日 本版感覚統合検査作成委

員会からの経過報告一行為機能検査一.第23回 日本感

覚統合学会,2005.11,埼 玉.

一106一




